
提
　
言

　

各
国
で
デ
ー
タ
戦
略
策
定
が
進
む
中
、
我
が
国
で

は
２
０
２
１
年
６
月
に
「
包
括
的
デ
ー
タ
戦
略
」
が

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
」
と

と
も
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
新
た
な
重

点
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
今
般
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

も
明
ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
デ
ー

タ
利
活
用
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
が
も
た

ら
す
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
デ
ー

タ
流
通
基
盤
に
関
す
る
当
面
の
課
題
は
も
と
よ
り
、

デ
ー
タ
に
関
す
る
権
利
の
あ
り
方
、
越
境
デ
ー
タ
の

保
護
と
流
通
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
根
源
的
な
問
題

に
向
き
合
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
経
団
連
で
は
、
新
た
な
重
点

計
画
の
策
定
を
前
に
同
年
11
月
、
提
言
「
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
（
注
１
）

推
進
に
向
け
た
デ
ー
タ
流
通
政
策
」
を
取
り
ま
と
め

た
。
本
稿
で
は
、
提
言
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

求
め
ら
れ
る
施
策

⑴
デ
ー
タ
流
通
の
基
盤

　

政
府
に
お
い
て
は
、
民
間
で
流
通
す
る
デ
ー
タ
に

関
し
、
分
野
横
断
・
分
野
別
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
お
け
る
デ
ー
タ
取
り
扱
い
ル
ー
ル
の
実
装
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
を
十
分
に
取
り
入

れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
を
促
進
す
る
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
民

間
か
ら
行
政
に
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
企
業
が
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

公
益
目
的
を
含
む
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
個
人
情
報
保

護
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

形
成
や
、
デ
ー
タ
活
用
に
関
す
る
国
民
の
信
頼
獲

得
・
理
解
醸
成
も
重
要
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ス
ト
の
基
盤
を
構
築
す
る
う
え
で
は
、
デ
ー

タ
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
ト
ラ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
（
注
２
）に
関

す
る
検
討
に
留
ま
ら
ず
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
に
必
要
な
「
ト

ラ
ス
ト
」
の
要
素
・
考
え
方
を
整
理
す
べ
き
で
あ
る
。

併
せ
て
、
ト
ラ
ス
ト
基
盤
構
築
に
係
る
官
民
の
役
割

分
担
の
明
確
化
、
諸
外
国
の
仕
組
み
・
制
度
と
の
整

合
性
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
は
、
一
貫
し

た
枠
組
み
の
も
と
人
の
介
在
無
し
に
効
率
的
な
や
り

取
り
を
可
能
と
す
る
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

　

分
野
間
の
デ
ー
タ
連
携
に
関
し
て
は
、
我
が
国
で

は
国
内
外
の
デ
ー
タ
連
携
の
ハ
ブ
と
し
て
、

D
A
T
A
-EX （注

３
）の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
政
府
に

よ
る
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
欧
州
に
お
い
て
は
、

デ
ー
タ
連
携
の
ル
ー
ル
・
ツ
ー
ル
と
し
てGA

IA
-X （注

４
）

等
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
先
行
整

備
さ
れ
、
我
が
国
が
そ
れ
ら
を
一
方
的
に
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
行
法
に
よ
れ
ば
、
個
人
デ
ー
タ
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
関
す
る
措
置
は
個
人
情
報
保
護
法
等
で
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
デ
ー
タ
は
民
法
上
の
無
体
物

で
あ
り
所
有
権
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
所
有
権
の
概

念
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
に
関
す
る
権
利
の
有
無
を
定

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
今
後
は
従
来
の

所
有
権
の
議
論
を
脱
し
、
デ
ー
タ
に
関
す
る
権
利
の

Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
推
進
に
向
け
た

デ
ー
タ
流
通
政
策
に
関
す
る
提
言
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い
に
関
す
る
議
論
の
進
展
、
公
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

さ
ら
な
る
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
外
の
学
習
デ
ー

タ
を
連
携
し
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
や
、

キ
ャ
リ
ア
と
学
び
の
連
結
等
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
学
習
デ
ー
タ
活
用
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

明
確
化
、
教
育
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
標
準
化
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
統
一
ル
ー
ル
策
定

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
利
活
用
を
迅
速
に
進
め
る
う
え
で
は
、
最

初
か
ら
完
璧
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
利
活
用

に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
国
民
に
対
し
て
直
接
発

信
す
べ
き
で
あ
る
。

　

経
済
界
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
通
じ
た
新

た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
実
装
を
進
め
、
具

体
的
な
利
便
性
・
生
活
者
価
値
を
目
に
見
え
る
形
で

提
示
し
、
デ
ー
タ
利
活
用
へ
の
理
解
や
信
頼
獲
得
に

貢
献
し
た
い
。

体
系
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
際
、
デ
ー
タ
流
通
に
よ
っ
て
社
会
・
個
人
が
利

益
を
享
受
す
る
「
デ
ー
タ
に
よ
る
自
由
」、
自
身
の

デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
デ
ー
タ
へ
の
自
由
」、

他
者
か
ら
勝
手
に
自
身
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
作
成
さ

れ
な
い
「
デ
ー
タ
か
ら
の
自
由
」
を
守
る
た
め
、
デ

ー
タ
に
関
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
基
本
権
、
人
格

権
、
財
産
権
、
契
約
に
基
づ
く
権
利
等
の
観
点
か
ら

複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵
行
政
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
整
備

　

政
府
は
、
人
・
法
人
・
土
地
・
建
物
等
社
会
の
基

本
デ
ー
タ
を
「
ベ
ー
ス
・
レ
ジ
ス
ト
リ
」
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
の
着
実
な
整
備
に

向
け
、
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
実
に
更
新
さ

れ
る
環
境
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
開
始
ま
で
の
具
体
的
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
関

デ
ー
タ
の
種
類
と
所
在
が
一
元
的
に
把
握
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
利
活
用
に

向
け
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
質
の
高
い
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

デ
ー
タ
の
標
準
化
や
網
羅
性
・
一
覧
性
の
あ
る
カ
タ

ロ
グ
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶
越
境
デ
ー
タ
の
保
護
と

流
通
に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル

　

国
境
を
越
え
て
デ
ー
タ
が
自
由
に
流
通
す
る
こ
と

は
、
世
界
の
持
続
的
成
長
に
向
け
デ
ー
タ
が
も
た
ら

す
価
値
を
最
大
限
引
き
出
す
う
え
で
の
大
前
提
で
あ

る
。
現
存
す
る
デ
ー
タ
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
規

制
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
経
団
連
が
主
張
し
て
い
る

通
り
、
過
度
な
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
と
、
新
興
国
等

へ
の
拡
大
の
抑
止
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
が
民
間
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
「
ガ
バ

メ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
」
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
現
在
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
と

し
て
は
、
非
個
人
デ
ー
タ
に
対
す
る
も
の
を
含
め
、

信
頼
性
の
あ
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
に
係
る
国
際

ル
ー
ル
検
討
の
議
論
を
リ
ー
ド
す
べ
き
で
あ
る
。

個
別
分
野
に
お
け
る
課
題

　

今
般
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

遅
れ
が
、
と
り
わ
け
顕
在
化
し
た
健
康
・
医
療
分
野

と
教
育
分
野
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
活
用
に
向
け
た
環

境
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

健
康
・
医
療
分
野
に
つ
い
て
は
、
本
人
で
あ
っ
て

も
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
な
く
、
利
活
用

が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
デ
ー
タ
の
連
携
に
よ
る
最
適
な
医
療

の
提
供
、
情
報
銀
行
に
お
け
る
医
療
情
報
の
取
り
扱

（
注
1
）Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
（D

ata Free Flow
 w
ith T

rust

）：
2
0
1
9
年

の
ダ
ボ
ス
会
議
で
日
本
が
提
唱
し
た
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
知
的
財
産
権
に
関
す
る
信
頼
を
確
保
し
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
課
題
の
解
決
に
有
益
な
デ
ー
タ
が
国
境
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
自
由
に
行
き
来
す
る
、
国
際
的
に
自
由
な
デ

ー
タ
流
通
の
促
進
を
目
指
す
」
コ
ン
セ
プ
ト

（
注
2
）ト
ラ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
：
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
本
人
確
認
や
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
防
止
等
の
仕
組
み

（
注
3
） DA

T
A
-EX

：
デ
ー
タ
連
携
に
係
る
既
存
の
取
り
組
み
を
協
調

さ
せ
て
、
連
邦
型
の
分
野
を
越
え
た
デ
ー
タ
連
携
を
目
指
す
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
注
4
） GA

IA
-X

：
2
0
1
9
年
に
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
が
公
表
し
た

デ
ー
タ
の
共
有
や
利
活
用
を
支
援
す
る
欧
州
ク
ラ
ウ
ド
・
デ
ー

タ
基
盤
構
想

係
省
庁
が
連
携
し
て

設
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

や
リ
ス
ク
管
理
を
前

提
に
デ
ー
タ
共
有
を

促
進
し
つ
つ
、
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、
構
築
の
過
程
で

陳
腐
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。

　

国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
は
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
き
た
が
、

データによる自由
データ流通による利益を享受

データへの自由
自身のデータにアクセスできる

データからの自由
勝手にデータを作成されない

図表　データに関する３つの自由
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